
社団法人日本ゴルフツアー機構 

２００９年度事業報告書 

１． ゴルフトーナメントの主催 

① ツアートーナメント１試合（UBS 日本ゴルフツアー選手権宍戸ヒルズ） 
② チャレンジトーナメント３試合 
③ 日立３ツアーズチャンピオンシップ（PGA 及び LPGA との共同主催） 

 
２． 本機構の賛助会員等が主催するゴルフトーナメントの主管 

① ツアートーナメント２０試合 
② チャレンジトーナメント８試合 

 
３． その他の団体が主催するゴルフトーナメントへのオフィシャルの派遣 

① 日本ゴルフ協会（JGA）主催競技２試合 
② 日本プロゴルフ協会（PGA）主催競技１試合 
③ 全米オープン日本予選 

 
４． 次年度の試合出場資格及びランキングの決定 

① ファーストクォリファイングトーナメント（５会場  ３２５名参加） 
② セカンドクォリファイングトーナメント（１２会場１，２２５名参加） 
③ サードクォリファイングトーナメント  （６会場  ５５９名参加） 
④ ファイナルクォリファイングトーナメント（１会場  １９１名参加） 

合計２，３００名参加 
 
５． トーナメントに関する規約の制定及び公式記録の制定 

① ジャパンゴルフツアートーナメント規程の制定 
② 競技規則及び特別競技規程の制定 
③ アンチ・ドーピングの規程の制定と導入、施行。及びアンチ・ドーピング

に関する普及、啓発活動の実施 
④ トーナメント会場に公式記録員を派遣し、公式記録を作成 

 
６． 社会貢献事業とチャリティ事業 

①災害被害者に対するチャリティ金の贈呈 
②ジュニアゴルフ育成のための活動と支援 
③難病（癌やポリオ）撲滅や家庭環境に恵まれない子供のための 
チャリティ活動 



④ツアーメンバーによるゴルフのレッスン 
⑤福祉施設や学校慰問 
⑥チャリティゴルフ大会への支援 

 
７． 海外との交流 

① ４大メジャーや WGC への役員派遣 
② フェデレーション会議への出席 
③ オフィシャルワールドゴルフランキング会議への出席 
④ 海外ツアーとのトーナメント共同開催 
⑤ 海外トーナメントへの選手派遣とサポート 
⑥ ワンワールド構想に向けての準備と調整 

 
８． 出版物の刊行 

① ツアーニュース 毎月１回発刊 
② ツアーガイドブック 毎年１回発刊 
③ ホームページ、携帯サイト、FAX サービス等を通じ、情報を発信 

 
９． 経営資源の見直しと発掘 

① 知的財産権の法体系の整備と管理・運用ルールの策定及び作品保存とビジ

ネス化 
② 携帯サイトのビジネス化等、次代の柱となる商材開発の継続検討 

 
１０．その他目的を達成するために必要な事業 

①懲戒制裁規程の制定 
②選手の社会人としてのマナー向上の指導と啓発 
③ ファンサービスの充実 
④ 年間表彰式の開催 
⑤ ツアーチャンピオンズクラブにおける全国のゴルフ場との提携 
⑥ 競技関係者のための講習と勉強会の実施 
⑦ 環境問題への取り組み 
⑧ 警視庁・国税局の協力により、法令遵守の為の、セミナー等の啓発活動  

の実施 
⑨ トーナメントの価値向上とエキサイティングな試合を実践する目的で 

出場資格の見直しを検討 
 
 


